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　此の月の天界はなんと云ってもアンドロメダの美貌に墨きる．

　魚座　愛魚の西と北に逃れ’んとする像である．

　女棘アフログイテ1（ヴイ1ナス）と其の子エロスが或日を河畔に遣遙して

居るとき突如亘人タイフオ1ンが襲ったのである．逃れなければならない祠1

々は身を水魚に憂じて危機を脱した．黄道第十一：　一．宮．西魚の銀鱗iの下に春の

彼岸が眠って居る．

　アンドロメダ座　母カシオペヤ女王が其の美しさを海の三女逮とと競った爲

海艸に其の娘アンドロメダを供すべき破目に陥ったのである．そして此の美

姫は海岸に爾手を鎖がれて海魔を待たなければなかったのである．二等星a

が巖に繁繋るるアンドロメダの頭，βが腰部に，γ（三重星）が脚部に輝いて居

る．晴夜彼女の腹部に近くお伽話のランプの燈を見る娘に我々の肉眼に星霧

M31が映する．此のNebulaはHubbleの分類によればSbで表はされる渦
歌星霧：である．此れに附随してM32星雲（E2）が遍歴の光浩を：放って居るが

之は肉限の及ばないところである．……雲が出なければいv・が・
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　上旬のある日の午後，祠炉の1氏が來訪された．夕方の急行の時刻まで，

太陽鷹眞，攣光星窩眞，離層乾板測定等専門的諸項目につv・て，實に御親切

な御意見を伺ふことが出來て，大へん滲漏になった．氏は實際家であって，

どんな問題についても一通りの意見を持ち，常にひそかに私を後援して下さ

るのである．

　稀有の大風のため，天文豪では，板垣が傾き，門がこわされ，宿舎の屋根

瓦がいくらか吹きとばされ，槻測室の屋根が風力で少し開いて雨がわっか入

ったが、機械に支障は全くなく，これ位では損害ともいへない程度ですんだ．

　關西各地の大災害をよそに，23日夜は中秋名月の夕を記念した．講演會は

自然流れ．たが，糊望會はいつもの如く四つた．岡山に居られる窪田君とは三

年半振りに面會をたのしんだ．

　今月は悪天候で牧穫は少なかった．（荒木健兇）


